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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第21期
第３四半期
連結累計期間

第21期
第３四半期
連結会計期間

第20期

会計期間

自　平成20年
　　　４月１日
至　平成20年
　　　12月31日

自　平成20年
　　　10月１日
至　平成20年
　　　12月31日

自　平成19年
　　　４月１日
至　平成20年
　　　３月31日

売上高 (千円) 13,616,1413,962,89619,212,353

経常利益 (千円) 3,000,035695,4404,738,035

四半期(当期)純利益 (千円) 1,646,775401,4412,741,350

純資産額 (千円) ─ 17,737,83918,580,007

総資産額 (千円) ─ 23,490,76924,416,485

１株当たり純資産額 (円) ─ 169,007.63177,224.15

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 16,180.443,944.4026,934.97

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ─ 73.2 73.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 2,155,105 ─ 2,880,587

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △4,885,284 ─ △1,433,668

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,191,991 ─ △1,191,150

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ─ 3,437,4184,984,522

従業員数 (名) ─ 382 395

(注)　１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　第20期（平成20年３月期）及び第21期（平成21年３月期）第３四半期連結累計（会計）期間においては潜在

株式が存在しないため、潜在株式調整後１株当り四半期（当期）純利益を記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び関係会社）において営まれている事業の

内容に重要な変更はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間における、重要な関係会社の異動は以下のとおりです。

　

名称 住所
資本金
又は出資金
(千円)

主要な事業
の内容

議決権の所
有又は被所
有割合(％)

関係内容

(持分法適用関連会社)

青梅鋳造株式会社
東京都西多摩郡
瑞穂町

60,000

精密減速機
(鋳鉄材料の
開発、製造、販

売)

所有
49.2

当社グループの減速機の材料
である鋳鉄材料を開発、製造
し、当社に納入している。
役員の兼任等……無

(注) １　「主要な事業の内容」欄には、当社グループの事業の種類別セグメントの名を記載し、（　）内に実質的業務内

容を表示しております。

２　有価証券届出書又は有価証券報告書を提出しておりません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 382〔73〕

(注) 従業員数は、就業人員であり、嘱託及び臨時従業員数は〔 〕内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で

記載しております。

　

　

(2) 提出会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 230〔53〕

(注) 従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であり、嘱託及び臨時従業

員数は〔 〕内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載しております。

　

　

EDINET提出書類

株式会社ハーモニック・ドライブ・システムズ(E01712)

四半期報告書

 3/29



第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を製品区分ごとに示すと、次のとおりであります。
　

製品区分 生産高(千円)

減速装置 3,223,124

メカトロニクス製品 735,540

合計 3,958,664

(注) １　当社グループは、製品の種類、性質、製造方法、販売市場等の類似性から判断して、同種・同系列の精密減速機事
業を専ら営んでおり、他の事業セグメントはありませんので、製品別生産実績を表示しております。

２　磁気応用機器の開発、製造、販売を営んでいる株式会社ウィンベルの生産実績はメカトロニクス製品に区分、集
計し、表示しております。

３　金額は、販売価格によっております。
４　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

(2) 受注実績

当第３四半期連結会計期間における受注実績を製品区分ごとに示すと、次のとおりであります。
　

製品区分 受注高(千円) 受注残高(千円)

減速装置 2,737,7101,698,594

メカトロニクス製品 633,746 311,400

合計 3,371,4562,009,994

(注) １　当社グループは、製品の種類、性質、製造方法、販売市場等の類似性から判断して、同種・同系列の精密減速機事

業を専ら営んでおり、他の事業セグメントはありませんので、製品別受注実績を表示しております。

２　磁気応用機器の開発、製造、販売を営んでいる株式会社ウィンベルの受注実績はメカトロニクス製品に区分、集
計し、表示しております。

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を製品区分ごとに示すと、次のとおりであります。
　

製品区分 販売高(千円)

減速装置 3,205,738

メカトロニクス製品 757,157

合計 3,962,896

(注) １　当社グループは、製品の種類、性質、製造方法、販売市場等の類似性から判断して、同種・同系列の精密減速機事

業を専ら営んでおり、他の事業セグメントはありませんので、製品別販売実績を表示しております。

２　磁気応用機器の開発、製造、販売を営んでいる株式会社ウィンベルの販売実績はメカトロニクス製品に区分、集
計し、表示しております。

３　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

当第３四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％)

三井物産株式会社 1,305,252 32.9

４　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　

(1) 青梅鋳造株式会社との業務及び資本提携に関する契約の締結

当社は、平成20年10月24日の取締役会決議に基づき、平成20年10月27日に青梅鋳造株式会社と、業務

及び資本提携に関する契約を締結いたしました。

当該契約の内容は以下のとおりであります。

　1. 契約の目的

主に高強度鋳鉄材料の開発、応用、製造等に係る協業関係構築のため。

2. 契約内容

会社名 相手方の名称 国名 契約内容 契約期間

当社 青梅鋳造株式会社 日本
高強度鋳鉄材料の開発、応用、製造等
に係る業務提携及びこれに伴う資本
提携契約

平成20年10月27日締結
契約期間の定めなし

3. 資本提携の内容

当社は、平成20年11月11日、青梅鋳造株式会社に１億85百万円を出資し、既存株主及び第三者割当の

方法により発行した新株と合わせまして、青梅鋳造株式を5,800株取得いたしました。

これにより、当社は、青梅鋳造株式会社が発行する株式の49.2％を保有し、青梅鋳造株式会社は持分法

適用関連会社となりました。
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(2) ソフトサーボシステムズ株式会社との業務及び資本提携に係る基本協定契約の締結

当社は、平成20年12月９日の取締役会決議に基づき、平成20年12月26日にソフトサーボシステムズ

株式会社と、業務及び資本提携に係る基本協定契約を締結いたしました。

当該契約の内容は以下のとおりであります。

1. 契約の目的

モーションコントロール市場における技術・開発・販売面での協業関係を構築するため。

2. 契約内容

会社名 相手方の名称 国名 契約内容 契約期間

当社 ソフトサーボシス
テムズ株式会社 日本

モーションコントロール市場におけ
る技術・開発・販売面での業務提携
及びこれに伴う資本提携契約

平成20年12月26日締結
契約期間の定めなし

3. 資本提携の内容

①当社は、平成20年12月26日、ソフトサーボシステムズ株式会社に対し長期貸付３億70百万円、短期貸

付１億75百万円を行いました。

②当社は、平成21年１月20日、ソフトサーボシステムズ株式会社に１億25百万円を出資し、ソフトサー

ボシステムズ株式会社が行う第三者割当の方法により発行する新株625株を引き受けました。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間（平成20年10月1日から平成20年12月31日まで）は、米国のサブプライム

ローン問題に端を発した世界規模の金融不安が実体経済に大きな影響を与えたことから、国内外の経済

環境が大きく悪化いたしました。 

　このような環境のもと、当社グループの事業環境につきましても、企業の設備投資が急激に抑制された

影響を受け、主要用途である産業用ロボット用途、半導体製造装置用途、フラットパネルディスプレイ製

造装置用途、モーターメーカー向けギアヘッド用途の需要が減少いたしました。一方、石油掘削機用途に

つきましては、第１四半期及び第２四半期連結会計期間に引き続き、当第３四半期連結会計期間において

も、好調を維持いたしました。 

　これらの結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は39億62百万円となりました。 

　損益面につきましては、営業利益は５億52百万円、経常利益は６億95百万円、四半期純利益は、４億１百

万円となりました。 

製品群別の売上高は、減速装置が32億５百万円、メカトロニクス製品が７億57百万円となりました。 

　

所在地別セグメントの業績

(日本)

石油掘削機用途を除く主要用途向けの需要が減少し、厳しい事業環境となりました。この結果、売上高

は33億40百万円、営業利益は６億14百万円となりました。

　

(北米)

米国経済が減速したことに加え、最大の需要先である半導体製造装置用途が低迷した影響を受け、全般

に厳しい事業環境となりました。

　この結果、売上高は６億22百万円、営業利益は19百万円となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比で９億25百万円減少し、234億90百万円

となりました。これは、現金及び預金の減少（前連結会計年度末比18億円減）、受取手形及び売掛金の減

少（前連結会計年度末比13億７百万円減）、保有する投資有価証券の時価が下落したことによる減少

（前連結会計年度末比24億83百万円減）、関係会社株式の追加取得による増加（前連結会計年度末比38

億８百万円増）が主な要因です。 

　負債は、前連結会計年度末比で83百万円減少し、57億52百万円となりました。これは、支払手形及び買掛

金の減少（前連結会計年度末比３億９百万円減）、関係会社株式の追加取得等に伴う短期借入金の増加

（前連結会計年度末比20億14百万円増）、繰延税金負債の減少（前連結会計年度末比８億94百万円減）、

新リース会計基準導入に伴うリース債務計上による増加（前連結会計年度末比１億96百万円増）が主な

要因です。 

　純資産は、前連結会計年度末比で８億42百万円減少の177億37百万円となり、自己資本比率は73.9%から

73.2%になりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、34億37百万円となりました。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、仕入債務の減少による影

響、売上債権の減少による影響、税金等調整前四半期純利益を６億60百万円計上したことなどにより、５

億98百万円となりました。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、９億４百万円の支出とな

りました。これは、業務及び資本提携先への短期及び長期貸付による支出が５億45百万円、関係会社株式

の取得による支出が１億85百万円、有形固定資産の取得に伴う支出が１億70百万円あったことなどによ

るものです。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、18百万円の支出となりま

した。これは、手元流動性を高めるための短期借入による収入が３億30百万円、配当金の支払が３億15百

万円あったことなどによるものです。

(4) 事業及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は３億19百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

　

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

　

第２四半期連結会計期間末に計画中であった、㈱ハーモニック プレシジョンの生産用機械の投資につ

きましては、平成20年12月に完了致しました。これにより、同社の生産能力は、10％増加いたしました。

　また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 396,000

計 396,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 105,277 105,277
ジャスダック
証券取引所

―
 

計 105,277 105,277 ― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
　

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成20年12月31日 ― 105,277― 1,610,542― 4,207,937

　

　

(5) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年９月30日現在で記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　　　　　　　― 　　　　　　　― ―

議決権制限株式(自己株式等) 　　　　　　　― 　　　　　　　― ―

議決権制限株式(その他) 　　　　　　　― 　　　　　　　― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　 3,501

　　　　　　　― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 101,775　　　　　101,775 ―

端株 普通株式       1　　　　　　　― ―

発行済株式総数 　　　　 105,277　　　　　　　― ―

総株主の議決権 　　　　　　　― 　　　　　101,775 ―

（注） １ 「端株」には、当社所有の自己株式0.4株が含まれております。

 ２ 当第３四半期会計期間において、端株主の請求にもとづく端株の買取りを行ったことにより、当第３四半期
会計期間末の自己株式数は3,502株に、端株は0株になっております。

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ハーモニック・
ドライブ・システムズ

東京都品川区南大井六丁
目25番３号

3,501 　　　　― 3,501 3.32

計 ― 3,501　　　　 ― 3,501 3.32

(注） 当第３四半期会計期間において、端株主の請求にもとづく端株の買取りを行ったことにより、当第３四半期会計

期間末の自己株式数は3,502株に、端株は0株になっております。

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

最高(円) 410,000473,000450,000454,000401,000370,000303,000255,000213,100

最低(円) 325,000390,000410,000405,000298,000298,000168,000190,000145,000

(注)　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、当第３四半期連結会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び当第３四半期連結累

計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)については、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法

に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日　内閣府令第50号）附則第７条第１項第

５号ただし書きにより、改正後の「四半期連結財務諸表規則」を早期に適用しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、あらた監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,079,193 5,879,201

受取手形及び売掛金 ※3
 4,358,794

※3
 5,665,975

有価証券 30,515 30,418

商品及び製品 148,128 134,675

仕掛品 552,371 520,671

原材料及び貯蔵品 595,683 592,872

繰延税金資産 147,721 348,034

その他 389,089 95,893

貸倒引当金 △7,122 △5,750

流動資産合計 10,294,376 13,261,992

固定資産

有形固定資産 ※1
 3,997,233

※1
 3,689,605

無形固定資産 123,315 109,606

投資その他の資産

投資有価証券 2,008,194 4,491,226

関係会社株式 5,790,070 1,981,135

その他 1,283,579 888,918

貸倒引当金 △6,000 △6,000

投資その他の資産合計 9,075,843 7,355,280

固定資産合計 13,196,393 11,154,492

資産合計 23,490,769 24,416,485
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,710,243 2,019,833

短期借入金 2,040,000 25,200

1年内返済予定の長期借入金 28,019 30,803

未払法人税等 50,407 644,717

賞与引当金 232,418 518,042

役員賞与引当金 46,600 108,100

その他 739,757 781,400

流動負債合計 4,847,445 4,128,097

固定負債

長期借入金 140,992 161,709

繰延税金負債 144,631 1,039,177

役員退職慰労引当金 337,447 432,677

その他の引当金 67,498 52,641

負ののれん 18,017 22,175

リース債務 196,897 －

固定負債合計 905,483 1,708,380

負債合計 5,752,929 5,836,477

純資産の部

株主資本

資本金 1,610,542 1,610,542

資本剰余金 5,203,709 5,203,709

利益剰余金 12,966,593 12,103,494

自己株式 △2,304,740 △2,304,188

株主資本合計 17,476,105 16,613,558

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △304,335 1,171,352

為替換算調整勘定 28,981 252,360

評価・換算差額等合計 △275,353 1,423,712

少数株主持分 537,087 542,735

純資産合計 17,737,839 18,580,007

負債純資産合計 23,490,769 24,416,485
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 13,616,141

売上原価 7,869,616

売上総利益 5,746,524

販売費及び一般管理費 ※1
 3,141,969

営業利益 2,604,555

営業外収益

受取利息 12,789

受取配当金 56,458

負ののれん償却額 4,157

持分法による投資利益 359,198

その他 21,494

営業外収益合計 454,098

営業外費用

支払利息 11,416

補助金費用 18,848

為替差損 18,887

その他 9,465

営業外費用合計 58,617

経常利益 3,000,035

特別利益

固定資産売却益 2,212

特別利益合計 2,212

特別損失

固定資産除却損 17,319

役員退職特別加算金 117,625

その他 57,349

特別損失合計 192,293

税金等調整前四半期純利益 2,809,954

法人税、住民税及び事業税 837,996

過年度法人税等戻入額 △14,781

法人税等調整額 298,034

法人税等合計 1,121,250

少数株主利益 41,928

四半期純利益 1,646,775
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 3,962,896

売上原価 2,373,010

売上総利益 1,589,886

販売費及び一般管理費 ※1
 1,037,457

営業利益 552,428

営業外収益

受取利息 2,056

受取配当金 29,641

負ののれん償却額 1,385

持分法による投資利益 125,848

その他 19,465

営業外収益合計 178,397

営業外費用

支払利息 7,389

為替差損 25,965

その他 2,030

営業外費用合計 35,385

経常利益 695,440

特別利益

固定資産売却益 99

特別利益合計 99

特別損失

固定資産除却損 340

製品補償損失 34,592

特別損失合計 34,933

税金等調整前四半期純利益 660,606

法人税、住民税及び事業税 117,548

過年度法人税等戻入額 △127

法人税等調整額 131,978

法人税等合計 249,400

少数株主利益 9,764

四半期純利益 401,441

EDINET提出書類

株式会社ハーモニック・ドライブ・システムズ(E01712)

四半期報告書

15/29



(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,809,954

のれん償却額 1,495

負ののれん償却額 △4,157

減価償却費 565,913

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,911

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △95,229

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △61,500

受取利息 △12,789

受取配当金 △56,458

支払利息 11,416

持分法による投資損益（△は益） △359,198

投資事業組合運用損益（△は益） 2,884

固定資産売却損益（△は益） △2,212

固定資産除却損 17,319

売上債権の増減額（△は増加） 1,274,379

たな卸資産の増減額（△は増加） △73,929

仕入債務の増減額（△は減少） △284,282

その他 △323,006

小計 3,412,510

利息及び配当金の受取額 68,793

持分法適用会社からの配当金の受取額 161,600

利息の支払額 △11,957

法人税等の支払額 △1,476,371

法人税等の還付額 530

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,155,105

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △491

有価証券の売却による収入 491

有形固定資産の取得による支出 △746,348

有形固定資産の売却による収入 2,206

無形固定資産の取得による支出 △42,224

関係会社株式の取得による支出 △3,766,470

定期預金の預入による支出 △1,500

定期預金の払戻による収入 220,639

敷金及び保証金の差入による支出 △8,340

敷金及び保証金の回収による収入 1,840

短期貸付けによる支出 △175,000

長期貸付けによる支出 △370,000

その他 △88
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（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,885,284

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 2,060,000

短期借入金の返済による支出 △45,200

長期借入金の返済による支出 △23,501

リース債務の返済による支出 △15,078

自己株式の取得による支出 △552

配当金の支払額 △783,676

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,191,991

現金及び現金同等物に係る換算差額 △8,917

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,547,104

現金及び現金同等物の期首残高 4,984,522

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 3,437,418
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平20年４月１日 
  至　平20年12月31日)

１　持分法の適用に関する事項の変更

（1）関連会社

　当第３四半期連結会計期間より、新たに株式を取得

した青梅鋳造株式会社を持分法の適用の範囲に含め

ております。

（2）変更後の持分法適用関連会社の数

　２社

２　会計処理基準に関する事項の変更

（1）棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

　棚卸資産については、従来、主として移動平均法によ

る原価法によっておりましたが、当連結会計年度の第

１四半期連結会計期間より、「棚卸資産の評価に関す

る会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５

日　企業会計基準第９号）が適用されたことに伴い、

主として移動平均法による原価法（貸借対照表価額

については収益性の低下に基づく簿価切下げの方

法）により算定しております。

　この変更に伴う当第３四半期連結累計期間の損益に

与える影響は軽微であります。

（2）リース取引に関する会計基準等の適用

　「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準委

員会　平成５年６月17日　最終改正平成19年３月30日　

企業会計基準第13号）及び「リース取引に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準委員会　平成６年

１月18日　最終改正平成19年３月30日　企業会計基準

適用指針第16号）を当連結会計年度の第１四半期連

結会計期間から早期に適用し、所有権移転外ファイナ

ンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係

る方法に準じた会計処理から、通常の売買取引に係る

方法に準じた会計処理に変更し、リース資産として計

上しております。

　また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を

耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する方法に

よっております。

　なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移

転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃

貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採

用しております。

　この変更に伴い、当第３四半期連結累計期間のリー

ス資産が有形固定資産に239,375千円計上されており

ます。

　なお、損益に与える影響は軽微であります。
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【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

１　固定資産の減価償却費の算定方法

減価償却の方法として定率法を採用している資産に

ついては、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間

按分して算定する方法によっております。

２　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加

減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法

によっております。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結

会計年度末以降に経営環境及び一時差異等の発生状況

に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会

計年度において使用した将来の業績予測やタックス・

プランニングを利用する方法によっております。

３　連結会社相互間の債権債務及び取引の相殺消去

連結会社相互間の債権と債務の相殺消去

当該債権の額と債務の額に差異が見られる場合

には、合理的な範囲内で当該差異の調整を行わな

いで債権と債務を相殺消去しております。

連結会社相互間の取引の相殺消去

取引金額に差異がある場合で当該差異の重要性

が乏しいときには、親会社の金額に合わせる方法

により相殺消去しております。

４　未実現損益の消去

四半期連結会計期間末在庫高に占める当該棚卸資産

の金額及び当該取引に係る損益率を合理的に見積もっ

て計算しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

１　税金費用の計算

一部の連結子会社は、法人税等の納付税額の算定に

関して、当第３四半期連結累計期間を含む連結会計年

度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該

見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しておりま

す。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　5,096,796千円

 

　２　手形割引高

受取手形割引高 6,041千円

 

※３　期末日満期手形の取り扱い

当第３四半期連結会計期間の末日は、金融機関の

休日でありましたが、次の四半期連結会計期間満期

手形は、決済処理されたものとして取り扱い、手形

勘定より除外しております。

受取手形 62,888千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額　4,624,646千円

 

　２　手形割引高

受取手形割引高 3,242千円

―─――─――─―

　

(四半期連結損益計算書関係)

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目と金額は

次の通りであります。

給与手当 719,091千円

賞与引当金繰入額 155,008 〃

役員賞与引当金繰入額 45,199 〃

役員退職慰労引当金繰入額 32,785 〃

執行役員退職慰労引当金
繰入額

12,007 〃

研究開発費 921,674 〃

貸倒引当金繰入額 2,020 〃

　

　

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目と金額は

次の通りであります。

給与手当 242,362千円

賞与引当金繰入額 54,737 〃

役員賞与引当金繰入額 16,700 〃

役員退職慰労引当金繰入額 9,705 〃

執行役員退職慰労引当金
繰入額

3,845 〃

研究開発費 314,261 〃

貸倒引当金繰入額 522 〃
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 4,079,193千円

短期有価証券（３ヶ月以内満期） 30,515 〃

預入期間が３ヶ月超の定期預金 △672,290 〃

現金及び現金同等物 3,437,418千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　

至　平成20年12月31日)

　

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 105,277

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 3,502

　

　

３　新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年６月20日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 468,172 4,600平成20年３月31日 平成20年６月23日

平成20年11月14日
取締役会

普通株式 利益剰余金 315,504 3,100平成20年９月30日 平成20年12月12日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計

期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

当社グループは、製品の種類、性質、製造方法、販売市場等の類似性から判断して、同種・同系列の精密

減速機事業を専ら営んでおり、他の事業セグメントはありません。
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【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

　

日本(千円) 北米(千円) 計(千円)
消去又は全社
(千円)

連結(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

3,340,007622,8883,962,896 ― 3,962,896

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

198,603 ― 198,603(198,603) ―

計 3,538,610622,8884,161,499(198,603)3,962,896

営業利益 614,393 19,037 633,431(81,003)552,428

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的接近度によっております。

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　 (１) 北米・・・・・米国

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　

日本(千円) 北米(千円) 計(千円)
消去又は全社
(千円)

連結(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

11,729,3841,886,75713,616,141 ― 13,616,141

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

631,435 ― 631,435(631,435) ―

計 12,360,8201,886,75714,247,577(631,435)13,616,141

営業利益 2,800,55778,2012,878,758(274,203)2,604,555

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的接近度によっております。

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　 (１) 北米・・・・・米国
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【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

　

欧州 北米 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 278,176 622,888 14,335 915,401

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― ― 3,962,896

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

7.0 15.7 0.4 23.1

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的接近度によっております。　

　　 ２ 各区分に属する主な国又は地域

　(１) 欧州・・・・・ドイツ

　(２) 北米・・・・・米国

　　 ３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。　

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　

欧州 北米 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 990,144 1,886,757 68,082 2,944,984

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― ― 13,616,141

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

7.3 13.9 0.5 21.6

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的接近度によっております。　

　　 ２ 各区分に属する主な国又は地域

　(１) 欧州・・・・・ドイツ

　(２) 北米・・・・・米国

　　 ３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。　
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

169,007.63円 177,224.15円

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第３四半期連結累計期間

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 16,180.44円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

(注)　１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 1,646,775

普通株式に係る四半期純利益(千円) 1,646,775

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 101,775.7

　

第３四半期連結会計期間

　
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 3,944.40円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

(注)　１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 401,441

普通株式に係る四半期純利益(千円) 401,441

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 101,775.1

　

(重要な後発事象)

　
該当事項はありません。
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２【その他】

第21期（平成20年４月１日から平成21年３月31日まで）中間配当については、平成20年11月14日開催の

取締役会において、平成20年９月30日の最終の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対

し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

　①配当金の総額　　　　　   　　　　　　　　　315,504千円

　②１株当たりの金額　　　　   　　　　　　　　　　3,100円

　③支払請求権の効力発生日及び支払開始日　平成20年12月12日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月13日

株式会社ハーモニック・ドライブ・システムズ

取締役会　御中

　

あ ら た 監 査 法 人

　
指 定 社 員

公認会計士　　戸　　田　　　　　栄　   
業務執行社員

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ハーモニック・ドライブ・システムズの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の

第３四半期連結会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成

20年４月１日から平成20年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半

期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期

連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ハーモニック・ドライブ・システム

ズ及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び

第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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